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（五）
　第一部でのレヴィルボワイェ氏の報告は，La　ba1an㏄des　payementsを
活用して，フラソス資本投資量を計測したものである。本大会中最も活発な討
論も本報告を中心に展開された。主要な批判は，主としてジャソ・ブービエ，
ピエール・ヴィラール，ジャック・マルセーユ各氏等からなされ，それは，レ
ヴィルポワイエ氏の報告が単なる計量的成果にすぎないという批判及び計測値
自体に対する批半聰とにわけられる。大会の発言のみをとってみればレヴィルポ
ワイエ氏批判が多く，レヴィルボワイエ氏は「私を批判することはできようが
それでは私の方法と異なる第二の方法を提示してもらいたい」と述べる一幕も
あった。そして，彼は今後の研究課題として，資本輸出に技術輸出が伴なって行
なわれたか，資本輸出と商品輸出の関連，フランス型資本輸出のより正確な特
徴の把握，資本輸出の時代的変化の四点をあげ，発言をおえたのである。また，
三日問の大会を通じて，例えば第一日目の司会を務めたラブルース氏（C－E
Labmsse）が，個別研究がサソテーズにつながらないはずぼないと力説され
た発言や，第二日目の午後司会を務めたマルクセエフスキー氏（J．Marc・ewski）
の，我々は変化の激しい現代杜会に生きているので方法論的にも研究対象，研究
時代に関しても当分新らしい試みが行なわれるだろうなどという総括的発言が
みられた。最後に閉会の辞にたったピエール・レオン会長は，論争を意識され，
r我々は決して計量経済史の成果を摂取したいものではない」と述べ，また本
大会への中世史家の参加に謝意を表明し，rフラソス経済史学会は，決して近
現代経済史家のみのものではない。」と述べていたところに，逆に，フラソス
経済史学界の近現代縫済史への研究関心の集中がみられるといえよう。
　大会終了後は，パリ郊外のナソテールの夕暮のなかで和やかにパーティが行
なわれ，筆者も来仏以来指導を受けているフラソソワ・キャロソ氏｛9】（FraCOis
Car㎝一Dijon）とともに参加し，第二回経済史学会は三日間の全プログラムを
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終了したのである。
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　　出版された。
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